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第1 部 ◆竜
3 0 ～ 1 3･ : 1 0 奏者: 川村 有紀 氏

奏者 : うた部

第 2 部 ◆｢人生己こl己 掛ノ′｣ 上映 2 0 ～ 1 5 : 1 0
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･ ･ ･世界で初動て精神病院をな< 心た国､ - イタリアで起こっ た実話モモとに鴨酎ピ
ー

い｡



第 1 部 オ ー ブニ ング

◆開会のあ
■
いさ つ

◆音楽演奏会

1 2 : 3 0 ～ 1 3 : 1 0
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1 軌 年､ 仙台生まれ 4 歳よリビアノ､ 14 歳よ肌用イブオノウ
ガンを弾きはじめる｡ また､ 仙台ス ピ

ー カ ー ズビュ ー

ロ
ー

の

メンバ
ー として精力的に講演活動を行っ ている｡
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うた部の プロフィ
ー

ル: もともとは同じ職場で働いていて ､

飲み会の余興で歌ってみたのが始まりでした｡ 精神保健
福祉の職場で したので､ 馴染みのあっ た ｢と っ ておきの
音楽祭｣ に思い切って参加したのが2日18 年｡ それから毎
年参加するよ引こなりました｡ 曲は懐メ ロやたくさんの
人が口ずさめる歌を選んで､ 楽しく歌うことを大切にし
て活動しています｡

二 主 上:
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映画 ｢ 人生こ こに姦リ

′
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･ ､ 土 ､

蝉 轡
口 は共に自らの意志で選んだ仕事に取り組むことに｡ 失敗を繰り

壷､
岬

窓
用 玖

讃観 臥 播く 髄 夢 胤 だ 弱 ン′ ト たちに､ あるアク 扮
トが 弄7 事人年 番 1 鮒 庶変 身 名 手 セ ｢ン スカギ;檻 r T ど き. _
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第 3 部

組合から移動を命じらた労組員ネッ ロが行きつ いたのは､ 元精神
病院患者たちの協同組合｡ 社会に出て も無気力にただ日々 を過ご
す彼らに､ ネッロは､ 自ら働き稼ぐことを持ちかける｡ しかしメ
ンバ ー たちは会議の場でもパラボラ｡ それでもメンバ ー たちとネッ

トが元で人生を180 度変えるチャンスカ苛整っ てくる -

｡

講演 ･ 当事者の 発言 1 5 : 2 0 ～ 1 7

◆講演 ｢ イタリア に学ぶ｣ ｢
ー 映画を振り返っ て ～

【講師プロフィ ー

ル】

相川 章子 f あいかわ ･ あやこ
.
)

聖学院大学人間福祉学若 鮎
大正大学大学院人間学研究科福祉 ･ 臨床心理学専攻博士後期課程社会福祉コ ー

ス満期退諷 博士 ( 人
間学) ｡ 2 0 1 3 年4 月から現耳乱 国立精神 ･ 神経センタ ー

精神保健研究所研修生などを経て ､ 精神
障害者廼所授産施設またたびの豪 (新潟) P S･W などでソ

ー

シ ャルワ
ー カ ー として働く｡ 現在も県内

看護専門学校学生相談を兼任｡ 著書に ｢精神障がい ピアサポ
ー タ ー

｣ ､ ｢ かかわりの途上で｣ など｡

◆当事者の発言
ロビアサポ ー トセンタ ー

そら□ 清水 あずさ
□ C 】 L たすけっ と□ 高橋 愛美

◆質疑応答

◆閉会のあい己つ




